
森づくり課

間伐・森林循環担当

4315

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B36
環境林整備モデル事業 林業費 造林対策費 森林整備推進事業費

令和元年度～ 宣言項目   

分野施策 051245 みどりの保全と再生

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △16,661 △16,661 1,094

現計額 17,755 17,755

令和元年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

事 業
期 間

根 拠
法 令

森林・林業基本法6条

令和 5年度

　手入れの遅れや獣害等により発生した不成績造林地に
ついて、自生樹木の育成など自然力を活用した管理を行
い環境機能の高い森林として保全し、公益的機能の維持
増進を図る。
（１）環境林整備モデル事業
　　　委託料の減　　　　　　 　　　　△16,661千円

（１）事業内容
　　　不成績造林地の調査、必要な施業の検討及び計画策定、施業の実施、施設の点検修繕　10ha 17,800千円

（２）事業計画
　　　平成31～35年度　100haの森林を適切に管理し再生

（３）事業効果
　　　成長状況を確認しながら施業を柔軟に見直す順応的管理により得られた技術・知見をふまえ、県の気候風土に適合
　　した環境林施業を確立するとともに全県への普及拡大を図り、適切かつ効率的な森林整備を推進する。
　　　土砂流出・崩壊の防止、優れた環境の形成など森林の公益的機能の高度発揮が図られる。

（４）補正予算の概要
　　ア　事業候補地の環境林整備計画について、森林所有者との協議が完了せず同意が得られなかったことによる減額。
　　イ　森林所有者の同意が得られ対策工を予定していた箇所が台風19号により被災し（アクセス道含む）、年度内の実
　　　施が困難となったことによる減額。

県（10/10）

9,500千円×4.0人＝38,000千円

補正後の
予算額

― 農林部 B36 ―
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